
平成２０年（２００８年）岩手・宮城内陸地震（第７９報） 
 
平成２２年６月１８日（金）１７時００分 
消 防 庁 

 
１ 地震の概要及び被害の状況 
 (1) 地震の概要（気象庁調べ） 
   ① 発 生 日 時       平成２０年６月１４日 ８時４３分頃 
   ② 震 央 地 名         岩手県内陸南部（北緯３９．０度、東経１４０．９度） 
   ③ 震源の深さ   約８㎞ 
   ④ 規   模   マグニチュード７．２ 
   ⑤ 各地の震度（震度５強以上） 
     震度６強   岩手県：奥州市 

宮城県：栗原市 
    震度６弱   宮城県：大崎市 
    震度５強   岩手県：北上市、一関市、金ヶ崎町、平泉町 
           宮城県：仙台市、名取市、登米市、利府町、加美町、涌谷町、美里町 
           秋田県：湯沢市、東成瀬村 
   ⑥  津   波   この地震による津波の心配はなし 
 
(2) 地震の概要（気象庁調べ） 

   ① 発 生 日 時       平成２０年６月１４日 ９時２０分頃 
   ② 震 央 地 名         宮城県北部（北緯３９．０度、東経１４０．９度） 
   ③ 震源の深さ   約１０㎞ 
   ④ 規   模   マグニチュード５．７ 
   ⑤ 各地の震度（震度５弱以上） 

震度５弱   宮城県大崎市 
   ⑥  津   波  この地震による津波の心配はなし 
 
２ 被害の状況（詳細は、別紙のとおり） 
(1) 人的被害 

①  死者      １７名 
②  行方不明     ６名 
③ 負傷者    ４２６名 

※死者 
・地震に驚き道路に飛び出し、交通事故死したもの（一関市） 
・胆沢ダム建設工事現場の落石で、救出時ＣＰＡ状態の傷病者の死亡確認（奥州市） 
・岩場で釣りをしていたところ、地震の落石で海へ転落したもので、死亡確認（いわき市） 
・花山地区で治山工事中の作業員が土砂崩れにより生き埋め、３名の死亡確認（栗原市） 
・湯浜温泉で車両埋没、死亡確認（栗原市） 
・駒の湯温泉で生き埋め、７名の死亡確認。うち２名は再捜索により、平成２１年７月１日に発

見。同日、死亡確認（栗原市） 
・当日の地震により、書籍が崩れ、その中に埋もれることによって生じた呼吸困難、つまり体位

性窒息による死亡と判明した。（仙台市）（７月１０日 １９：１５宮城県災害復旧対策本部
より連絡） 

 ・花山地区白糸の滝の吊り橋付近から老夫婦２名が落下し、行方不明となっていたが、再捜索に
より、平成２１年６月９日２名とも白糸の滝の吊り橋付近で発見。同日、死亡確認（栗原市） 

 
(2) 住家被害 

① 全壊      ３０棟 
② 半壊      １４６棟 
③ 一部破損 ２，５２１棟 
 

(3)  火災 
４件 

 



 (4)  その他の被害 
     宮城県：栗原市    

     【行方不明】  ・駒の湯温泉で生き埋め（７名行方不明）→ ６月１５日３名搬出（ 
死亡確認）→ ６月１６日行方不明４名中１名発見（死亡確認）→ 
６月１８日行方不明３名中１名発見（死亡確認）→ ２名行方不明 
→発見（死亡確認） 

       ・栗駒行者の滝の駐車場付近にて行方不明者１名あり 
・栗駒公園線柳沢線入口付近で、釣り人１名行方不明 
・花山地区白糸の滝上流で、釣り人２名行方不明 

【孤 立】  ・いわかがみ平 ６０名孤立 
→ 新潟県消防防災ヘリ等で６０名搬送済み 

・栗駒耕英地区 ４１世帯１００名孤立 → ヘリで搬送済み 
・栗駒耕英地区の山脈ハウス ３４名孤立（その他自宅に２名）→ 

山脈ハウス３名残留（本人の意思によるもの）→ ヘリで搬送済み 
岩手県：一関市 

【孤 立】 ・須川地区 孤立（従業員・客１００名程度、駐車場に避難中・負傷
者なしの模様）→ 自力にて秋田県側へ避難済み 

・祭畤（マツルベ）地区１００名孤立 → ９８名救出、２名は自宅
にて待機 → 自宅待機２名救出済み 

・市野々原地区、祭畤大橋付近孤立 → ７０名救出（自宅待機２名
あり） → 自宅待機２名救出 → ７２名全員救出済み 

・国道３４２号道路上（真湯地区）にて４７名孤立 
→ ４５名移送済み、２名車内にて待機  
→ 青森県消防防災ヘリ１名、東京消防庁ヘリ１名救出 

             奥州市 
 【そ の 他】 ・石淵ダム付近バス転落 → ２０名全員救出済み（負傷者８名） 
        ・油流出２６件（ホームタンクの転倒） 

      金ヶ崎町  
【そ の 他】 ・油流出４件（ホームタンクの転倒） 

   秋田県：湯沢市   
【行方不明】 ・山菜採りに行った山形県在住の夫婦２名が行方不明（家族から秋田

県湯沢警察署に届出） 
 
 (5) 避難の状況 

① 避難の状況 

避難者なし 

※平成２１年２月２１日に震災復興支援住宅が完成し、避難所は閉鎖された。 

② 避難指示 

都道府県 市町村 対象世帯 対象人員 発令日時 解除日時 

宮城県 栗原市

２   ４ 6 月 16 日 18:00 平成 21 年 5月 20 日 7:00 

１ ３ 6月 16 日 18:00 平成 21 年 9月 1日 7：00 

４４ １０５ 6月 17 日 18:00 平成 21 年 5月 20 日 7:00 

５ １２ 6月 17 日 18:00 平成 21 年 7月 1日 12:00 

１ ２ 6 月 17 日 18:00 平成 21 年 9月 1日 7：00 

２ ５ 6月 17 日 18:00 平成 22 年 5月 15 日 9：00

１ ６ 6月 20 日 14:00 7 月 3 日 9:00 

１ ２ 6 月 20 日 14:00 7 月 11 日 9:00 

１ ２ 10 月 1 日 9:00 11 月 12 日 15:00 

１ １ 平成 21 年 2月 5日 16:00 平成 21年 2月 23日 16:00

合計 ５９ １４２   

※上記については、全員避難済み 

 

 



 

③ 避難勧告 

都道府県 市町村 対象世帯 対象人員 発令日時 解除日時 

岩手県 
一関市 

１１ ３３ 6月 14 日 15:30 8 月 11 日 13:00 

８ ２２ 6月 14 日 15:30 11 月 30 日 12:00 

２ １２ 6月 14 日 15:30 平成 21 年 6月 12 日 12:00 

１ ２ 6月 16 日 20:10 平成 21 年 6月 12 日 12:00 

１ ２ 6月 18 日 12:45 8 月 11 日 13:00 

奥州市 ３ ５ 6月 23 日 22:00 平成 21 年 4月 20 日 10:00 

宮城県 

大崎市 
１ ４ 6月 15 日 18:30 7 月 2 日 12:00 

２ １２ 6月 15 日 18:30 7 月 25 日 15:00 

栗原市 

１０ ４０ 6月 22 日 10:00 7 月 6 日 9:00 

４ １６ 6月 22 日 10:00 7 月 8 日 9:00 

４ １４ 6月 22 日 10:00 8 月 9 日 9:00 

３ ５ 6月 22 日 10:00 8 月 26 日 16:00 

２ ５ 6月 22 日 10:00 平成 21 年 3月 26 日 16:00 

４ １５ 6月 22 日 10:00 平成 21 年 5月 20 日 7:00 

１ ２ 6月 22 日 10:00 平成 21 年 7月 1日 12:00 

１ ２ 6月 22 日 10:00 平成 21 年 8月 1日 7:00 

１ ３ 6月 22 日 10:00 平成 21 年 9月 1日 7:00 

４９ １２６ 7月 5日 9:00 平成 21 年 5月 20 日 7:00 

３ １３ 7月 5日 9:00 平成 21 年 8月 1日 7:00 

３ ５ 7月 5日 9:00 平成 21 年 9月 1日 7:00 

２ ３ 7月 5日 9:00 平成 22 年 4月 15 日 9:00 

１ ５ 7月 5日 9:00  

合計 １１７ ３４６   

 
(6)  災害対策基本法に基づく警戒区域の設定状況 

    岩手県一関市厳美町地内（６月２０日１７時００分設定）→ ７月１９日５時００分 解除 
 
３ 地方公共団体における災害対策本部等の設置状況 
   岩手県 ６月１４日  ８時４３分 災害対策本部設置 
      → ７月１５日１５時００分 岩手・宮城内陸地震災害復旧復興推進本部に移行 
  秋田県 ６月１４日  ８時４３分 災害対策部設置 
      → ７月１８日１７時００分 災害連絡室に移行 
      → ９月５日 １７時００分 廃止 
  宮城県 ６月１４日  ８時４３分 災害対策本部設置 

→ ７月１日１７時３０分 災害復旧対策本部に移行 
 
４ 総務省消防庁の対応 
    震度５弱以上を記録した岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県に対し、適切な対応及び被
害報告について要請するとともに、関係消防本部に直接被害状況の問い合わせをした。 

  対応状況は以下のとおりである。 
６月１４日   ８時４３分  消防庁災害対策本部設置（本部長：長官／第３次応急体制） 
             → ７月１５日 １８時３０分 消防庁災害対策室へ移行 
      １０時４５分 政府調査団に消防庁職員１名派遣（総務課長） 
      １０時５６分 消防庁職員２名 岩手県庁（災対本部被害情報収集）に派遣 
      １４時３０分 消防庁職員２名 宮城県庁（緊急消防援助隊調整本部  

→ １名は、１５日栗原市現地警戒本部に移動）に派遣 
        １５時３５分 消防庁職員３名 宮城県庁（緊急消防援助隊調整本部）に派遣 

→ 活動現場における土石流等二次災害監視 
  ６月１５日  ８時４０分 消防庁職員４名 岩手県（一関市）に派遣 
        １５時０５分 消防庁職員１名 宮城県庁へ派遣 

６月１６日  ８時１０分 総務大臣、消防庁長官及び審議官が岩手県、宮城県へ東京消防庁
ヘリにて視察（秋葉政務官が現地で対応）に向かう。→ ６月１



６日１５時３０分総務省帰着 
      １４時３０分 消防庁職員３名 宮城県（栗原市現地警戒本部）へ派遣 → 活

動現場における土石流等二次災害監視、その他災害状況調査 
６月１９日        岩手県及び宮城県に対して、雨に備え関係市町村に対し適切な対

応を行うよう要請 
 
５ 政府の対応 

６月１４日  ８時５０分 官邸対策室設置・緊急参集チーム召集 
→ ７月１４日 ２０時００分 官邸対策室閉鎖 

１１時３０分 宮城県栗原市に政府調査団派遣（団長：防災担当大臣） 
  ６月１６日 １１時２０分 関係閣僚会合開催 
  ６月１８日  ８時以降  総理大臣が被災地を視察 
 
６ 県内消防隊の活動 
  各県内消防本部の消防隊員及び消防団員が、倒壊家屋の検索、警戒活動及び住民に対する避難 
誘導等を実施 
６月１４日  １２時５６分 岩手県奥州市の胆沢ダム建設工事現場の落石で、奥州金ヶ崎行

政事務組合消防本部が１名を車両にて救出（救出時ＣＰＡ状態
 → 死亡確認） 

１７時００分 宮城県栗原市で車両１台転落 ２名救出済み → 仙台市消
防局ヘリによりホイスト救出 

  
   ・ 宮城県栗原市の駒ノ湯温泉の現場において、６月１４日から緊急消防援助隊等とともに救

助活動を開始、生き埋め７名のうち５名を救出（死亡確認）し、残り２名の救助活動中 
     → ７月１６日活動終了 
   ・ 宮城県栗原市花山地区の工事現場の土木作業員の救出については、６月１４日から緊急消

防援助隊とともに救助活動を開始、１４日行方不明者３名のうち２名を救出（死亡確認）、
２０日残る１名を救出（死亡確認） → ７月１６日活動終了 

 ・ 宮城県栗原市栗駒行者の滝の行方不明者（釣り人）１名については、６月１４日から救助
活動を開始、捜索中 → ７月１６日活動終了 

・  宮城県栗原市消防団において、行者の滝周辺の検索、花山地区での土のう作り、栗駒地区
 等での降雨対策のためのブルーシート配布を実施 

・  岩手県奥州市消防団において、衣川区で警戒パトロールを実施 
・  岩手県一関市消防団において、一関市厳美地区で河川監視を実施 

 
  ※ 宮城県内消防隊の活動状況（７月１６日活動終了） 
        県内消防本部 ８００隊 ３，６８８名（６月１４日から７月１６日） 
        栗原市消防団      １，７７５名（６月１４日から７月１４日） 
        大崎市消防団         ３１名（６月２４日から６月２６日） 
        （県内消防本部の応援は２２日まで） 

※ 岩手県内消防隊の活動状況 
      県内消防本部 ３５６隊 １，２３９名（６月１４日から７月１７日） 

        一関市消防団      ２，１２３名（６月１４日から７月２８日） 
        奥州市消防団      １，１１６名（６月１４日から７月１１日） 

 
７ 緊急消防援助隊の状況 
(1) 出動状況 

① 派遣期間:岩手県 ６月１４日から６月１７日（４日間）(６月１７日１０時４５分解除） 
       宮城県 ６月１４日から６月１９日（６日間）(６月１９日  ９時００分解除) 
② 派遣規模:最大時(６月１５日午前)２０４隊(航空部隊１６隊、陸上部隊１８８隊)８２５名 
③ 初動対応と部隊配備 
ア 岩手県知事及び宮城県知事から応援要請を受け、直ちに１７都道県に対して出動を要請 

派遣先 
（応援要請時間）

岩手県 
（６月１４日９時２３分） 

宮城県 
（６月１４日１１時３８分） 

出動県 
【９都道県】 

北海道、青森、秋田、福島、茨城、
栃木、東京、神奈川、新潟 

【１２都県】 
宮城（指揮支援部隊）、秋田、  
山形、福島、群馬、埼玉、千葉、



東京、新潟、富山、石川、山梨 

※ 秋田、福島、新潟及び東京は双方の県に出動しているため、両県合計は重複を除く１７都道県 
イ 被災状況に応じた部隊配備 

      ２県にまたがり被害が発生したことから、消防庁、緊急消防援助隊調整本部等が連携し
て、被害状況に応じて部隊配備（移動）を実施 

 
 

到着前の応援先変更 

６月１４日１４時１５分:山形県隊の応援先変更 
（岩手県 → 宮城県栗原市） 

６月１４日１７時３０分:千葉県隊及び埼玉県隊の応援先変更 
（岩手県 → 宮城県栗原市） 

到着後の応援先変更 

６月１５日１０時１０分:秋田県隊及び東京都隊の応援先変更 
（岩手県奥州市 → 宮城県栗原市） 

６月１５日１３時２１分:福島県隊の応援先変更 
（岩手県一関市 → 宮城県栗原市） 

 
(2) 活動内容 

  道路が寸断されているため航空部隊を中心に、岩手県奥州市、一関市及び宮城県栗原市にお
いて、陸上部隊と連携しながら情報収集活動、救急・救助活動など行い、１５６名を救出（主
に航空部隊の活動によるもの１４９名、主に陸上部隊の活動によるもの７名、※地元消防機関
等と協力して行ったものを含む。） 
① 消防防災ヘリコプターの活動:６日間 延べ６３機 救助人員１４９名（別添参照） 
② 救助活動例 

部隊 活動場所 活動内容 

航空部隊 

６月１４日 岩手県奥州市 石淵ダム付近にてバス転落災害の乗客３名を救出 

６月１４日 岩手県一関市 祭畤（ﾏﾂﾙﾍﾞ）にて孤立者５３名を救出 

６月１４日 宮城県栗原市 岩鏡平（ｲﾜｶｶﾞﾐﾀﾞｲﾗ）にて孤立者３３名を救出 

陸上部隊 

６月１４日～１８日 
宮城県栗原市

駒ノ湯（ｺﾏﾉﾕ）土石流現場にて５名救出（死亡確
認） 

６月１４日～１８日 
宮城県栗原市

花山本沢水無（ﾊﾅﾔﾏﾎﾝｻﾜﾐｽﾞﾅｼ）土砂災害現場にて
２名救出（死亡確認） 

 
 
 

※ 年の記載のない日付は平成２０年である。 



（別紙）

重傷 軽傷

人 人 人 人 人 棟 棟 棟 件 件 件

花巻市 1 1 3
北上市 2
一関市 1 2 2 1 2 266
奥州市 1 32 7 25 1 2 468 2
金ヶ崎町 25
平泉町 1 1 8
藤沢町 1 1
西和賀町 6
合計 2 37 9 28 2 4 778 2
仙台市 1 26 3 23 10 1
石巻市 1
塩釜市 1 1
気仙沼市 1 1
名取市 30 1 29
角田市 1 1
登米市 9 2 7 8
栗原市 13 4 180 28 152 27 128 1,414
東松島市 1 1
大崎市 81 9 72 1 7 287
利府町 1 1
色麻町 1 1
加美町 7 2 5
涌谷町 1 1
美里町 25 7 18 6 13
合計 14 4 365 54 311 28 141 1,733 1
秋田市 3 1 2
横手市 10 2 8 1
湯沢市 2 7 2 5 1 8 1
羽後町 1 1
合計 2 21 5 16 1 9 1
山形市 1
新庄市 1 1
合計 1 1 1
福島市 2 1 1
いわき市 1
合計 1 2 1 1

計 17 6 426 70 356 30 146 2,521 4
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平成２０年（２００８年）岩手・宮城内陸地震（第７９報）
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市町村名
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福島県
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岩手・宮城内陸地震 消防防災ヘリコプターの活動  

                            平成２０年７月１７日 

                            （９時００分確定） 

                                                        (総務省消防庁まとめ) 

平成２０年６月１４日～６月１９日の活動 

（緊急消防援助隊・航空部隊出動期間中） 

６日間 延べ６３機 救助人員 1４９名 

 

◎岩手県内での主な活動概要 

※１４日の活動  ９機 

○救助活動   ５機    救助人員 ７２名（新潟県ヘリによる救出者４名含む。） 

 

岩手県ヘリ 

・一関市厳美町地内祭畤   １２名救出 (須川と真湯の間 342 号) 

札幌市ヘリ 

・祭畤（３４２号線）     １名救出  

・祭畤（スノーランド）   １７名救出  

青森県ヘリ 

・石淵ダム付近        ３名救出（奥州市バス転落災害の乗客） 

・祭畤（３４２号線）     ６名救出 

福島県ヘリ 

・祭畤（スノーランド）   １６名救出 

・祭畤（３４２号線）     ５名救出 

栃木県ヘリ 

・祭畤（３４２号線）     ８名救出 

○情報収集活動  ４機 

茨城県ヘリ・東京消防庁ヘリ・横浜市ヘリ・川崎市ヘリ 

※１５日の活動  ８機 

○救助活動   ２機    救助人員 ２名 

青森県ヘリ 

・祭畤（３４２号線）     １名救出 

東京消防庁ヘリ 

・祭畤（３４２号線）     １名救出 

○情報収集活動  ６機 

岩手県ヘリ・栃木県ヘリ・茨城県ヘリ・札幌市ヘリ・横浜市ヘリ・川崎市ヘリ 

※１６日の活動  ４機 

○情報収集活動  ４機 

岩手県ヘリ・札幌市ヘリ・横浜市ヘリ・川崎市ヘリ 

※１７日の活動  ４機 

 

 

 



 ○情報収集活動 １機 

  岩手県ヘリ 

 ○出動準備   ３機 

  札幌市ヘリ・横浜市ヘリ・川崎市ヘリ 

○緊急消防援助隊・航空部隊は活動終了（１０：４５） 

 

                  ４日間 延べ２５機 救助人員７４名 

◎宮城県内での主な活動概要 

※１４日の活動   ８機 

○救助活動    ７機    救助人員 ７４名 

宮城県ヘリ 

 ・栗原花山地区（大地滝の西） ３名救出 (こしぬけ沢 養蜂作業者 孤立) 

   ・ハイルザーム栗駒      １２名救出 

仙台市ヘリ（ベル） 

・湯浜温泉付近       ２名救出 (車両転落) 

・国道 398 号湯浜温泉付近で２台の車両に要救助者がいるため、救助隊員を投入。

死亡を確認。 

仙台市ヘリ（BK） 

 ・湯の倉温泉付近の沢    １名救出(湯の倉温泉と白糸の滝の間 釣り人孤立) 

秋田県ヘリ 

 ・栗駒岩鏡平        ９名救出 

 ・花山村湯の倉温泉     １名救出 (白糸の滝の南 歩行者孤立) 

群馬県ヘリ 

   ・ハイルザーム栗駒    １２名救出 

山形県ヘリ 

   ・ハイルザーム栗駒    １０名救出 

新潟県ヘリ 

 ・栗駒岩鏡平       ２４名救出 

   ・祭畤（３４２号線）    ４名救出 (岩手県管内) 

○情報収集活動   １機 

埼玉県ヘリ 

 

※１５日の活動  １０機  

○救助活動    １機    救助人員 1 名   

仙台市ヘリ（ベル） 

・湯浜温泉付近       １名救出 (車両転落 ６/１４の事案と同一) 

○人員搬送    ３機 

宮城県ヘリ・山形県ヘリ・秋田県ヘリ・ 

   ・ハイルザーム栗駒に消防隊員９６名を投入 

○物資搬送    ４機 

 

 

 

 

山梨県ヘリ・富山県ヘリ・石川県ヘリ・東京消防庁ヘリ 

 ・栗駒方面に救援物資搬送 



○情報収集活動   ２機 

仙台市ヘリ（BK）・埼玉県ヘリ 

 

※１６日の活動       ８機 

○人員搬送・物資搬送   ８機 

宮城県ヘリ・仙台市ヘリ（ベル）・仙台市ヘリ（BK） 

山形県ヘリ・山梨県ヘリ・富山県ヘリ・石川県ヘリ・東京消防庁ヘリ 

 ・栗駒方面に消防隊員を投入・救援物資搬送 

 

※１７日の活動       ４機 

○情報収集活動・人員搬送・物資搬送   ４機 

宮城県ヘリ・仙台市ヘリ（ベル） 

山形県ヘリ・福島ヘリ 

 ・栗駒方面に消防隊員を投入・救援物資搬送 

 

※１８日の活動    ５機 

○情報収集活動・人員搬送・物資搬送・現場広報      ５機 

宮城県ヘリ・仙台市ヘリ（ベル）・仙台市ヘリ（BK） 

山形県ヘリ・福島県ヘリ 

 ・栗駒方面に消防隊員を投入・救援物資搬送 

 ・湯ノ倉、花山方面の情報収集・現場広報 

 

※１９日の活動    ３機 

 ○情報収集活動・人員搬送    ２機 

宮城県ヘリ・仙台市ヘリ（ベル） 

 ○出動準備           １機 

  福島県ヘリ 

  ○緊急消防援助隊・航空部隊は活動終了（８：３０） 

 

６日間 延べ３８機 救助人員７５名 
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